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「細径上部消化管内視鏡スクリーニングのコツ」 

東京医科歯科大学 消化管外科 川田研郎 

 

昨年来，新型コロナウイルス感染症の流行は，がん検診にも大きな影響を与え，大幅な受

診率の低下とそれに伴うがんの未発見の増加が危惧されている。ワクチン接種が進んでも

なお，十分な感染対策を継続するとともに，短時間で効率の良い内視鏡スクリーニングが求

められる。近年，細径内視鏡の進歩は目覚ましく，最新型の GIF-1200N と次世代内視鏡シ

ステム EVIS-X1 の組み合わせにより，スクリーニングにおいては経口内視鏡と遜色ない画

質が得られ，また NBI（狭帯域光観察）に加え TXI(構造色彩強調機能)や RDI（赤色光観

察）が加わり，検査医の負担を減らしつつ，がんの早期発見・早期診断・治療における観察

性能の向上などが期待される。当院では，咽頭反射が少ない利点から，昨年 4 月より「マス

クを着けたままの鼻からの上部消化管内視鏡スクリーニング」をほぼ全例に行っているが，

内視鏡を介した感染を経験していない。コロナ時代における細径内視鏡による食道・胃スク

リーニングのコツについて解説する。 


